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荷主企業への提案先として、納期・品質・商流に配慮できる協力倉庫です。

貴社の顧客関係・商流を尊重し、直接営業を前提としません。NDA・協業範囲・責任分界を明確にしたうえで、大口保管、多SKU小ロット、BtoB保管と個配

出荷の複合運用、納期遵守が厳格な案件まで支援します。

65 年

倉庫業として

2,189 坪

営業倉庫(近畿運輸局届出)

40 本/月

40ftコンテナ入庫

16 万件

2024年出荷(対象案件)

0 件

誤出荷・在庫差異(対象案件)

20 分

関空／南港35分

受入方針

5月〜翌1月開始の中期保管・出荷案件を重点的に受け入れています。　2月に在庫量・作業量が大きく増える案件は、既存

稼働との兼ね合いにより個別確認となります。納期遵守が厳格に求められる自動車関連部材など、時間制約のある案件も長

期にわたり継続対応してきました。

01 協業の形（商流尊重） 02 対応できる領域

大口保管 多SKU小ロット

ロット別・期限別

BtoB保管＋個配出荷

大型BtoC商材の個配

20ft/40ftコンテナ・輸入貨物のデバンニ

ング

納期遵守が厳格な自動車関連部材(長期対

応)

バーコードWMSで入出庫履歴を管理

03 協業前に確認する条件

04 実績（匿名）

案件（公開表記） 規模・期間 対応内容

大手物流会社経由・大手

商社系の輸入繊維原料案

件

300〜500坪

／5年以上

輸入綿糸、ロット

管理、入出庫管

理、長期保管

納期遵守が厳格に求めら

れる自動車関連部材案件

約500坪規模

／長期・継続

対応

部材の保管・付帯

作業、生産計画に

連動するBtoB供給

支援

大型BtoC商材の個配出

荷案件

複数ブラン

ド・継続案件

法人保管と個配出

荷の複合運用

多SKU小ロット・個配出

荷を含む出荷運用

2024年：年間

16万件出荷

誤出荷・在庫差異

ゼロ、WMS管理、

出荷精度管理

守秘の観点から実名の取引先名・最終荷主名・上位の契約関係は公開していません。

規模・期間・商材・管理内容でご紹介します。

05 施設・登録／アクセス

所在地 大阪府岸和田市藤井町

2-6-26

登録 近畿運輸局 港倉第一三五

号

設備 RC造／フォーク／全館

ALSOK警備・監視カメラ

規模 延床約4,000坪／営業倉

庫2,189坪／荷捌2カ所

272坪

関空20分 南港35分

阪神高速湾岸線 岸和田北

阪和道 岸和田和泉IC

40ftコンテナ月40本

協業のご相談

TEL 072-423-0921　／　info@yabuyoshi.co.jp　／　

yabuyoshi.co.jp 

NDA・再委託条件・提案資料のご要望など、顧客接点と商流に配慮

した協業条件を個別にご相談いただけます。

協業の進め方

ご相談・NDA → 条件ヒアリング → テスト・見積

→ 運用開始

協業開始前に、入出庫条件・在庫管理範囲・責任分界・

連絡体制を確認します。 お問い合わせフォーム

※16万件・誤出荷/在庫差異ゼロは2024年の当社集計対象案件の実績（WMS管理対象の出荷運用。配送会社起因の遅延・破損、荷主指示変更、返品処理等を除く）。定義・対象範囲は案件により異なりま

す。　※自動車関連案件は対象期間における長期の継続対応の実績です。　※地図のマーカー位置は概略。設備数値・登録番号・連絡先は公開前に登録内容と照合。実名の顧客名・取引先名・実データは掲

載しません。 

荷捌場・20ft/40ftコンテナ搬入 庫内・多SKU／大型商材の保管 ネステナー利用 岸和田の自社倉庫

顧客関係・商流の尊重／直接営業を前提とし

ない

•

NDAを締結し案件・荷主情報を管理•

再委託の可否・条件を事前明確化•

提案支援／貴社提案に必要な資料・データ提

供

•

協業範囲・責任を事前に取り決め•

責任分界／保管・入出庫検品・配送/荷主側

の責任

•

保険・賠償範囲を案件内容に応じ確認•

倉庫業登録・営業倉庫範囲（港倉第一三五

号）

•

事故・差異発生時の報告・連絡体制•

受入不可・要確認品／温度管理品・危険物・

許認可品

•

Google Maps

関空・大阪南港に近い南大阪・岸和田の

物流要衝
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